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現代家族の特徴を、国際比較調査の結果から考えてみたい。紹介するのは、国立女性教育会館によって、

2005年に実施された家庭教育に関する 6カ国調査である。 0歳から 12歳の子どもを持つ親を対象としている。
日本・韓国・タイ・アメリカ・フランス・スウェーデンの 6カ因。各国およそ 1000人、父母は約半数ず、つ
である。

<現代家族の多様性>には、二つの意味がある。

ひとつは、家族が時代や社会(国や地域)によって多様な様相を示す、ということ。 6カ国比較調査でい

えば、国ごとに家族の特徴が異なり、それが、現代日本の家族のあり方を相対化して捉えることを可能にす

る。また本調査は、 10年前の国際家族年を記念した調査(日本女子社会教育会=現・日本女性学習財団によっ
て実施された)の継続調査であり、 10年後の変化を見ることができる。
ふたつは、多様性を軸にして各国の家族を比較してみると、多様な家族のあり方を許容する社会と画一的

な家族のあり方を求める社会が見えてくるということである。本報告の主旨は、この後者における多様性に

注意して現代家族を見ることにある。 6カ国調査では、子どもの将来の家族ライフスタイルについて問うて

いる。さまざまな家族ライフスタイルを認める固と画一的な家族ライフスタイルを求める国が対比的に鮮や

かに現れる結果となった。

家族の多様性は、たとえば、家族の多様なあり方を許容する社会が少子化に歯止めがかかっている、とい

うように少子化との関連で議論される。しかし、議論はそれにとどまるものではない。これまでも、画一的

な家族規範が家族問題の生起(児童虐待や介護問題や養育問題など)に関わることがあると議論されてきて

いる。個人と家族と社会との関係の多様なあり方を認め、社会がその具体的な対応をはかることで、人々の

ニーズ、のよりよき充足が可能となると考えられる。本報告では、上記の国際比較調査の結果のうち、子ども

の将来に望む家族ライフスタイルについての項目とともに、子どもの養育に関わる項目、とくに父親の育児

に関する項目を紹介し、家族社会学の立場から検討を加えたいと考えている。
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